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2戦略検討タスクフォース これまでの開催状況

第１回（11月８日）
戦略検討タスクフォースの設置や周辺の動向の整理
情報通信審議会・技術戦略委員会の検討状況
Beyond 5G推進コンソーシアムの取組
知財・標準化を取り巻く現状等

上記を踏まえ、Beyond 5Gにおける我が国の課題、本タスクフォースにおける検討の視点及び方向性
について議論がなされ、ユースケース、海外や他業界との連携及び競争力強化に関する意見があった。

第２回（12月2日）
標準化の専門家からのヒアリング
スマート工場の取組に関するヒアリング
標準化団体からのヒアリング
B5G係る特許動向調査及びIPランドスケープの構築に関するヒアリング

⇒ Ｂ５Ｇ時代に向けて、産業間連携等のＩｏＴ推進方策を具体化するため、スマート工場WGを設置。
⇒ Ｂ５Ｇに向けた主要国・地域の研究開発の取組等を分析するために、IPランドスケープWGを設置。

第３回（12月27日）
 関係者から、Ｂ５Ｇに向けた技術開発の方向性、産業間連携、人材育成に関するヒアリング

各関係者によるプレゼンテーションの内容に関する質疑や議論が行われ、知財・標準化における国の支
援や産業間連携、人材育成等に関する意見があった。



これまでの検討を踏まえた中間とりまとめ

Ｉ．Beyond ５Gを取り巻く日本の状況

Ⅱ． 今後の方向性
（１）現在の携帯電話事業者が広域で運営するネットワークの高度化
（２）利活用シーンごとに多様な事業者が運営するネットワークの高度化
（３）情報基盤の整備
（４）人材育成

Ⅲ． 今後の進め方



Ⅰ. Beyond ５Gを取り巻く日本の状況
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• 情報通信産業の国内実質GDPは、ほぼ横ばいの状況が続いている。
• 一方、世界市場における日本企業のシェアは徐々にシェアを減少している。

Ⅰ．ICT市場における日本の状況（１/2）

出典： 総務省「ICTの経済分析に関する調査（令和2年度）」
総務省「IoT 国際競争力指標(2019 年実績)」
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情報通信産業の実質GDP（左軸） 世界市場における日本企業のシェア（右軸）※ 2014-15年間で定義変更

ICT市場における日本企業のシェア
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出典： 総務省「IoT 国際競争力指標(2019 年実績)」
総務省「情報通信白書（令和2年版）」

ICT市場の領域別日本企業シェア
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Huawei 12.8 19.8 30.8
ZTE 9.2 11.2 10.7
Samsung 1.3 5.2 10.3
富士通 0.9 1.4 0.6
NEC 0.4 1.8 0.7
その他 22.8 14.2 2.1

Ericsson

Nokia

Huawei

ZTE
Samsung

富士通
NEC
その他

0

5

10

15

20

25

30

35

40

シ
ェ
ア
（
％
）

• 移動通信市場（マクロセル基地局）では海外企業の寡占化が続いており、日本企業はシェアを確保できてな
い。

Ⅰ ICT市場における日本の状況（2/2）



7（参考）日本の産業の多様性： 経済複雑性指標（ECI）

出典：Atlas of Economic Complexity

• 経済複雑性指標（Economic Complexity Index）では、品目が多様で、相対的に希少なモノを輸出している
国ほど、高く評価される（マサチューセッツ工科大学（MIT）のセザー・ヒダルゴ氏らが提唱）。

• 日本は長年1位を維持しており、産業の多様性と希少価値が共存していると考えられる。



8Ⅰ. 移動通信システムの発展

「B5G新経営戦略センター 戦略検討TF（第２回）」の資料から引用

• 移動通信システムは、10年毎に大幅な通信速度の高速化を実現してきた。
• 2030年に向けて、Beyond 5G/6Gの研究開発・規格開発が加速している。



9Ⅰ. Beyond 5Gに求められる機能等

• Beyond５Gでは、 5Gにおいて求められる、高速・大容量、低遅延、多数同時接続の３つの機能の進展に加
えて、超低消費電力、超安全・信頼性、自律性、拡張性など、高度化・多様化が一層進むことが想定される。

•セキュリティの常時確保
•災害や障害からの瞬時復旧

•ゼロタッチで機器が自律的に連携
•有線・無線を超えた最適なネットワークの構築

•現在の1/100の電力消費
•対策を講じなければ現在の
IT関連消費電力が約36倍に
（現在の総消費電力の1.5倍）

•多数同時接続数は５Ｇの10倍
•５Ｇの1/10の低遅延
•CPSの高精度な同期の実現
•補完ネットワークとの高度同期

•アクセス通信速度は５Ｇの10倍
•コア通信速度は現在の100倍

超低消費電力

Beyond 5G

超安全・信頼性

超高速・大容量 超低遅延 超多数同時接続

５Ｇの特徴的機能の更なる高度化
高速・大容量 低遅延

５Ｇ

自律性

※ 緑字は、我が国が強みを持つ又は積極的
に取り組んでいるものが含まれる分野の例

テラヘルツ波

オール光ネットワーク

完全仮想化

量子暗号

時空間同期
（サイバー空間を含む。）

センシング

HAPS活用低消費電力半導体

多数同時接続

• 衛星やHAPSとのシームレスな接続（宇宙・海洋を含む）

• 端末や窓など様々なものを基地局化
• 機器の相互連携によるあらゆる場所での通信

インクルーシブインターフェース拡張性

持続可能で新たな価値の創造に
資する機能の付加



Ⅱ. 今後の方向性

（１）現在の携帯電話事業者が広域で運営するネットワークの高度化
（２）利活用シーンごとに多様な事業者が運営するネットワークの高度化
（３）情報基盤の整備
（４）人材育成



11Ⅱ 今後の方向性

出典：総務省総合通信基盤局資料
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無人車両の
遠隔操作

自動車、
信号機、
路側センサー等
の連携

AGVの走行や
高精細カメラでの
異常検知

マルチタスクロボットが
人間を代替

医師が遠隔地の
別の医師に指示
を出す遠隔診療

遠隔地の医師によるリ
アルタイム手術

機体カメラ映像の
リアルタイム伝送

機体カメラ映像・センサ
データに基づく自律的な
飛行

遠隔地にある学校の
授業等の聴講

ウェアラブルディス
プレイによる臨場感
のある遠隔学習

ディスプレイに表示
したアバターを操作

フィジカル空間
の人間の身体
能力をサイバー
空間で再現

モバイル通信

自動運転 3Dアバター

遠隔教育
ファクトリー

オートメーション

遠隔医療 ドローン

Ｂeyond ５Ｇにおいて、高度化に加えて、多様化が進展していくことを踏まえれば

（１）現在の携帯電話事業者が広域で運営するネットワークの高度化
（２）利活用シーンごとに多様な事業者がローカルエリアで運営するネットワークの高度化

など、各事業者が多様な社会ニーズを踏まえたネットワーク構築に取り組むことで、技術開発を促進し、新たな知財
の創出を生み出すことを視野に入れるべきではないか。



12（１）現在の携帯電話事業者が広域で運営するネットワークの高度化

出典： O-RAN Alliance https://www.o-ran.org/
NTT 研究開発 「IOWN構想」 https://www.rd.ntt/iown/
HAPS MOBILE https://www.hapsmobile.com/ja/

IOWN(Innovative Optical and 
Wireless Network)構想とは、あら
ゆる情報を基に個と全体との最適化
を図り、多様性を受容できる豊かな
社会を創るため、光を中心とした革新
的技術を活用し、これまでのインフラの
限界を超えた高速大容量通信ならび
に膨大な計算リソース等を提供可能
な、端末を含むネットワーク・情報処
理基盤の構想。

O-RAN IOWN構想 HAPS

成層圏に飛行させた航空機などの無
人機体を通信基地局のように運用し、
広域エリアに通信サービスを提供する
システムの総称。
「HAPS 」
（High Altitude Platform 
Station）。

O-RANアーキテクチャは、RAN内の
装置間のインターフェースを共通化す
ることで、様々なベンダー間の相互接
続を目指す。オープンなハードウェアと
クラウド上に仮想化されたRANを構
築するための基盤となる。

• 移動通信において、O-RANなどネットワークのオープン化・インテリジェンス化がトレンドとなりつつある。
• 基本的には、こうしたトレンドを推進し、グローバルな競争を強化する一方、IOWN、HAPSといった
グローバルな取り組みを標準化等の観点からも支援・推進していくことが、国内の通信事業全体の発展
につながっていくのではないか。
⇒第3回及び第4回において各通信事業者等からのヒアリング

https://www.o-ran.org/
https://www.rd.ntt/iown/
https://www.hapsmobile.com/ja/
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• IoT市場は、2019年に成長率が落ち込んでいるものの、概ね高い成長率を維持している。
• 一方、日本企業のシェアは減少にある。

（２）利活用シーンごとに多様な事業者が運営するネットワークの高度化
（IoT市場 1/2）

出典： 総務省「IoT 国際競争力指標(2019 年実績)」
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14（２）利活用シーンごとに多様な事業者が運営するネットワークの高度化
（IoT市場 2/2）

出典： 総務省「IoT 国際競争力指標(2019 年実績)」

IoT市場の領域別日本企業シェア
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• B5Gのネットワークの発展の方向性の一つとして、業界間が連携し、利活用シーンごとに必要な要素技術のニーズを抽出し、
技術開発から社会実装を実現していくアプローチを確立すべきではないか。

⇒スマート工場WGを設置し、検討中



15（２）利活用シーンごとに多様な事業者が運営するネットワークの高度化
（工場における無線化の状況）

「B5G新経営戦略センター 戦略検討TF（第２回）」の資料から引用



16（２）利活用シーンごとに多様な事業者が運営するネットワークの高度化
（ スマート工場の例（無線化ニーズ））

「B5G新経営戦略センター 戦略検討TF（第２回）」の資料から引用



17（２）利活用シーンごとに多様な事業者が運営するネットワークの高度化
（スマート工場WGの検討事項（案））

• スマート工場を例に、利活用シーンごとに必要な要素技術を抽出し、技術開発から社会実装を実現していくアプローチを確立
する。

「B5G新経営戦略センター 戦略検討TF（第２回）」の資料から引用

スマート工場WGでの検討項目（案）
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人材育成

• 各社がBeyond 5G市場を開拓するには、産業間、企業-大学間で連携できる場を作ること、オープン&クロー
ズの方向性を擦り合わせること、連携して技術開発・標準化・市場開拓を行うことが必要ではないか。

• 人材育成は、それらのベースと位置づけられる。

（ご参考） 連携促進のための要素

場を作る
（産業間、企業-大学間連携）

（調整役も必要）

オープン&クローズの
方向性を擦り合わせ

（想定ユースケース、将来・足元の
技術動向を考慮）

連携して技術開発・
標準化・市場開拓を実施

産業間、企業-大学間連携の要素



19（３）情報基盤の整備 （研究開発プロジェクトの状況）

（１）、（２）の取り組みを推進するためには、海外も含めて研究開発競争が
激しくなる中、知財取得や標準化活動の状況を的確に把握するため、
（３）情報基盤整備や
（４）人材育成 といった取り組みが必要があるのではないか？

「B5G新経営戦略センター 戦略検討TF（第1回）」におけるコンソーシアム説明資料から引用



20（３）情報基盤の整備 （① IPランドスケープの策定）

• 超高速・大容量化、超低遅延、超多数同時接続、超低消費電力、超安全・信頼性、自立性、拡張性といったB5Gに求め
られる機能に対して、知財取得や研究動向などから技術開発動向を分析し、効果的な国際共同研究や産学連携を図るた
め、IPランドスケープなどを活用していくことが重要ではないか。

特許は出願後1年半は公開されずデータベースへの収録はさらに半年程度かかるため、2020年以降の特許は集計が完了していない。
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計：187,451 件

今後、IPランドスケープWGにて検討予定



21（３）情報基盤の整備 （① IPランドスケープ等の策定 2/2（活用例））

５Gの特徴的機能の
更なる高度化

持続可能で新たな価値の
創造に資する機能の付加

IPランドスケープWGにおいて、分析方針を検討

・B5Gに関連すると考えられる18万件の特許を国・地域や機能に分類することで、各国の技術開発動向や日本の特徴を
読み取ることが可能。
・例えば、７つの機能ごとに分類すると、日本は、とりわけ「高速・大容量」に関するウェイトが大きく、近年（2017年以降）
もこの傾向は変わらない。

24.2% 10.2% 3.3% 5.5% 29.7% 15.0% 12.1%

13.8% 13.6% 5.5% 4.4% 33.3% 16.1% 13.4%

10.8% 15.4% 3.3% 4.9% 33.7% 17.5% 14.5%

9.7% 7.4% 1.8% 6.3% 34.3% 21.9% 18.5%

10.9% 11.2% 5.0% 5.2% 37.8% 19.7% 10.3%

日本

米国

欧州

中国

韓国

高速・大
容量

低遅延 多数同
時接続

低消費
電力

安全・信
頼性

自律性 拡張性

「B5G新経営戦略センター 戦略検討TF（第２回）」におけるサイバー創研の資料を基に総務省作成

【主要な国・地域の機能別申請数（2010年～）】 【主要な国・地域毎の機能別申請割合（2017年～）】

2017年以降
を抽出



22（３）情報基盤の整備（② 情報収集基盤（IoT及びB5Gに関連する標準化団体の例））

• B5GやIoTに関連して様々なデジュール標準、フォーラム標準、民間コンソーシアムなどが活動しており、標準化を円滑に進め
る観点から、各団体の動向を把握していくことが重要ではないか。



23（３）情報基盤の整備（③標準化機関間の連携）

• 標準化を円滑に進めるため、情報通信技術の利活用シーンの拡大を踏まえて、国内標準化関係機関間でギャップ分析を行
うための体制整備が必要ではないか。

「B5G新経営戦略センター 戦略検討TF（第２回）」の資料に基づき総務省作成

SPCG（Standard Programme Coordination Group）

ISO
TMB: Technical 
Management Board

IEC    
SMB: Standardization 
Management Board

ITU
TSAG: Telecommunication 
Standardization Advisory 
Group

JISC:日本産業標準調査会

IEC-APC：IEC活動推進委員会※

TTC：TSAGタスクフォース

※IEC-APC：JISC事務局（経産省）と連携した民間主導によるIEC上層支援の団体



24（４）人材育成（国際機関等における議長・副議長職の獲得推移）

• ITUにおいては、SG議長などを一定数確保している一方、3GPPにおけるTSG WG全体（RAN＋CT+SA）の全体会議
及び各WGのおける議長について、所属企業を国別に見ると、米国と中国が並んで最も多く、この2ヵ国で全体の半数以上を
占めている。

• 標準化を円滑に行うため、引き続きITUなどの国際機関における重要なポストの確保を図ることが不可欠ではないか。



25（４）人材育成（標準化における担い手の高齢化）

• 日本の国際標準化参加者は高齢化しており、「若手・中堅の関与が低い」ことが課題となっている。
• 政府による産業間連携をおこなうための場を提供し、標準化人材の企業における社内での地位向上を図ると共に、若手人
材の育成などが必要ではないかとの意見があった。

出典：三菱総合研究所「国際標準化に係る中国・韓国の動向について」
（平成28年3月）より

• 国際標準化活動について、日本として
の課題を複数回答可として尋ねた

 「若手・中堅の関与が低い
（59%）」が最も多かった

 「国際標準化活動への経営層等
の理解不足（51%）」の回答も
半数以上あった

20歳代
3%

30歳代
29%

40歳代
27%

50歳代

60歳以上
1%

40代以下が59%

40歳代以下
5%

50歳代
52%

60歳以上
43%

30歳代
15%

40歳代
30%

50歳代
46%

60歳以上
9%

40代以下が45%
40代以下は5%

40代以下が
59%

日本 中国 韓国

・日本のデータは、経済産業省調べ（平成29年） ・中国・韓国のデータは、三菱総合研究所「国際標準化に係る中国・韓国の動向について」（平成28年3月）より

ITU-T デジュール標準化会合への出席者の年齢分布

日本としての課題意識



Ⅲ. 今後の進め方



27戦略検討タスクフォース 今後の進め方

第１回（11月８日）
戦略検討タスクフォースの設置や周辺の動向の整理
情報通信審議会・技術戦略委員会の検討状況
Beyond 5G推進コンソーシアムの取組
知財・標準化を取り巻く現状等

上記を踏まえ、Beyond 5Gにおける我が国の課題、今後の本タスクフォースにおける検討の視点及び方
向性について議論がなされ、ユースケース、海外や他業界との連携及び競争力強化に関する意見があった。

第２回（12月2日）
標準化の専門家からのヒアリング
スマート工場の取組に関するヒアリング
標準化団体からのヒアリング
B5G係る特許動向調査及びIPランドスケープの構築に関するヒアリング

⇒ Ｂ５Ｇ時代に向けて、産業間連携等のＩｏＴ推進方策を具体化するため、スマート工場WGを設置。
⇒ Ｂ５Ｇに向けた主要国・地域の研究開発の取組等を分析するために、IPランドスケープWGを設置。

第３回（12月27日）
 関係者から、Ｂ５Ｇに向けた技術開発の方向性、産業間連携、人材育成に関するヒアリング

各関係者によるプレゼンテーションの内容に関する質疑や議論が行われ、知財・標準化における国の支
援や産業間連携、人材育成等に関する意見があった。

関係者からのヒアリング、IPランドスケープWG及びスマート工場WGの検討結果を踏まえ、
３月中にとりまとめを行う。
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